
第10回 外邦図研究会
2008年２月10日：立正大学(東京大崎) にて

外邦図作成の歴史を記録に留める各種一覧図と

外邦図の『初刷』一覧

長岡正利 （ 国土地理院客員研究員／国土地理院OB ）

今日のお話しの 内容

外邦図作成の歴史を記録に留める「地図一覧図」
（索引図：Index map）

陸地測量部における外邦図初刷－ その行方と現状

外邦図初刷（約2.3万枚）の一覧 『国外地図目録』と『国外地図一覧図』

追補：外邦図の精度、ほか

第10回 外邦図研究会
2008年２月10日：立正大学(東京大崎) にて

【 注 】
１．内容は、『ニューズレター』 No.2 の小稿内容を、図によって補完するものです。

２． 〃 前回の「コメント／高木菊三郎旧蔵図」の図版とも、一部重複があります。

（しょずり）

今日のお話しの要旨 － １/３

外邦図作成の記録としての｢地図一覧図｣（Index Maps）
昔の拙稿、「長岡(1993)：陸地測量部外邦図作成の記録･･･．地図,31-4」に記述。

2003年時点の外邦図一覧図所在については、『外邦図研究ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ』No.2 に。

冊子体の、まとまったものとして：

『北方地区地図整備目録』（参謀本部､昭和18.5：17図葉）

『南方地域地図整備目録』（参謀本部､昭和17.12：33図葉）

『関東軍調製整･陸軍秘密 地図一覧図』（関東軍司令部､昭和16.12：11図葉）

『支那地域兵用地図整備目録』（大本営陸軍部､昭和19.6：25図葉）

『支那製地図一覧図』（陸地測量部､昭和11.3：13図葉）

ほかに、多数の一枚刷の一覧図もある。

外邦海図を含む海図一覧図は、『水路圖誌目録』（昭和19年版と22年版）

ほかに、『航空図一覧表』（参謀本部､昭和18.7：９図葉）

一覧図は業務用資料のため、系統的保存の対象とはされず。

国立国会図書館でも蔵書扱いはされない。「地図図式」「作業規程」なども同様。

今日のお話しの要旨 － ２/３

陸地測量部における外邦図｢初刷｣ －その行方と現状

「初刷」：当時から､印刷した総ての地図の初版は､「初刷」として､その１枚を永久

保存とする規定があった。修正改版の印刷図も同じ。

「外邦図初刷」のみ、接収を免れるために、疎開先の松本市から敗戦直後に高山

市の関係者宅に移した。

昭和22年に密かに稲毛に移した。三宅坂を出て以来､ここまでは開梱せず。
－－公式には､「存在しない」状態がその後も継続。

その後､整理して「初刷」１組を作った。各地から移されて来た地図もあった。

昭和33年に､防衛研修所戦史室経費で､その目録（４分冊）と一覧図（４分冊）を作成。

「初刷」は､昭和40年代初期に､「色々な面倒」をおそれて外部の組織に移管。

以後､そのままの状態で推移。次記の『国外地図目録』に記されたと同じ、2.3万枚。

（これが､作成された外邦図の完全なセットに相当）

－－外邦図の製図原図と印刷原版については､『外邦図研究ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ』No.2 ご参照。

今日のお話しの要旨 － ３/３

外邦図初刷（約2.3万枚）の一覧
『国外地図目録』と『国外地図一覧図』

『国外地図目録』
個別図葉（図名）を各１行として、縮尺・作成年次などを付す。
所属『国外地図一覧図』との対象番号を記載。

『国外地図一覧図』
既製の一覧図（またはその写真複製）を台紙に貼って、各地図の有無を表示。
一覧図がないものは手書きで作って、そこに記入。

これらの作成の経緯
昭和32年度に、防衛庁防衛研修所戦史室から、資料整理用の経費を貰って作る。

目録（４冊）と一覧図（柾版４冊）のペア。正規は５セットを作る。

防衛研修所には１部を納めた（33年３月末）。その後､偕交社にも渡った。

現在の「外邦図（初刷）」の所蔵もとにもあり。

国立国会図書館地図室にも。（蔵書登録は無し：NDL-OPACの対象外。）

外邦図の｢地図一覧図｣：その一例
－ 『北方地区地図整備目録』（参謀本部､昭和18.5：17図葉）より
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以下、『北方地区地図整備目録』からの 抄録
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外邦図の｢地図一覧図｣：その一例
－ 『南方地域地図整備目録』（参謀本部､昭和17.12：33図葉）より

67



68



外邦図の｢地図一覧図｣：その一例
－ 『関東軍調製整･陸軍秘密 地図一覧図』（関東軍司令部､昭和16.12：11図葉）より
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今日のお話し － その ２/３

陸地測量部における外邦図｢初刷｣ －その行方と現状

「初刷」：当時から､印刷した総ての地図の初版は､「初刷」として､その１枚を永久
保存とする規定があった。修正改版の印刷図も同じ。

「外邦図初刷」のみ、接収を免れるために、疎開先の松本市から敗戦直後に高山

市の関係者宅に移した。

昭和22年に密かに稲毛に移した。三宅坂を出て以来､ここまでは開梱せず。
－－公式には､「存在しない」状態がその後も継続。

その後､整理して「初刷」１組を作った。各地から移されて来た地図もあった。

防衛研修所戦史室経費で､昭和33年にその目録（４分冊）と一覧図（４分冊）を作成。

「初刷」は､昭和40年代初期に､「色々な面倒」をおそれて 外部の組織に移管。

以後､そのままの状態で推移。次の『国外地図目録』に記されたと同じ、2.3万枚。

（これが､作成された外邦図の完全なセットに相当）

－－外邦図の製図原図と印刷原版については､『外邦図研究ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ』No.2 ご参照。
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今日のお話し － その ３/３

外邦図初刷の一覧としての

『国外地図目録』と『国外地図一覧図』

【 この表は、小林先生による。】

『国外地図目録』と『国外地図一覧図』
－ 各 全４巻の地域別内容

『国外地図目録』－ 整理内容の一例／謄写印刷の用紙にカーボン複写手書き
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『国外地図一覧図』 － 整理内容の一例

下は､『南方地域地図整備目録』
から、「印度25万分１図」一覧図

『国外地図目録』と『国外地図一覧図』

満洲と支那本部を例として、外邦図の作成時期・方法による その精度

満 洲

初期には、1800年代末～1910年代の、ロシア版の地図を翻刻利用。
（後のシベリア出兵時の鹵獲地図、ほか。）

次に、中華民国製の地図（民国４～９（1915～20)年図が多い）を利用。

明治末～大正期：併行して、必要な地域に「迅速測図」

〃 ：地域によっては「目算及記帖測図」も。

昭和８年～ 関東軍測量隊による現地実測測図。
（周辺地域を除いて一般販売。）

支那本部

明治末～大正期：「目算及記帖測図」が主体

昭和９～12年 ：東部では、民国５万図の利用（その編集による。）

奥地は、民国10万図（民国14～18（1925～30）年図が多い）を。

（ 以上、次図をご参照。）

今日のお話し － 追補：外邦図の精度、ほか

参謀本部も、外邦図の精度に大きな精粗があることを承知していた

【 これは昭和13年調製図上での状況であって､満洲国内の実測域はその後急速に拡大した。】

参謀本部も、外邦図の精度に大きな精粗があることを承知していた

日露戦争時の秘密偵察測図の成果 （ 小林先生ご入手資料より ）
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現地実測による測図 － これは､陸軍士官学校生徒による測図演習 （当時の絵はがきより）

（測版測量）

【 初期には､経度のずれも → 新京原点／後の修正改版では解消を。 】

後期には、軍事上重要な

地域に対する写真測量と、

都市域の大縮尺地形図も。

満洲航空(株)の活躍。

満航写真処の極秘撮影成果と写真測量図化による
軍港都市ウラジオストックの10万分１地形図（左）と、

戦後のソ連邦参謀本部による20万分１地形図の比較。

【 高々度撮影用の100式司令部偵察機／故･小島宗治氏撮影 】

（ 関東軍測量隊、昭和11年修正 ）

関東軍測量隊

昭和15年度
測量計画

この頃には、
国内測量と同様に
整然と実施。

・三角測量（一等は三角鎖）

・基線測量
・水準測量
・空中写真測量
・測板測量（現地平板測量）

関東軍測量隊

昭和15年度
測量実施状況
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関東軍測量隊

昭和16年度
測量計画

この後には、
関東軍測量隊と
満航写真処は、
その機材とともに
南方へと大量動員。

内地におけると同様に
地図作製は頓挫。

一見、緻密な測量・精確な地図に見えても、要注意のものも

陸地測量部の地図も、例外ではなかった。

一見、緻密な測量・精確な地図に見えても、要注意のものも
満州10万図「萬丈溝」 S8製版 S8発行 と 同 「萬丈溝」S8改版 S11発行

【以下の満洲10万図は､大堀和利さん所蔵図より】

満州10万図「萬丈溝」 S8製版 S8発行 と 同 「萬丈溝」S8改版 S11発行／広域での比較

発行の３年後に、
全面改版して
再発行。

満州10万図「虎林」 1905露版 S9修正 10改版（上） と 同 「虎頭」 1905露版 S14部分修正･製版（下）

前図（虎頭と､対岸のイマン）についての、ソ連邦20万図（1973-86の10万図から編集の20万図）

関東軍測量隊
S14修正の図

【 初期には､経度のずれも → 新京原点／後の修正改版では解消を。 】

（16年版 10万図一覧図 より）
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（18年版 10万図一覧図 より）

満洲国の基本図、10万分１図は精粗の差が大きいことから、全面更新を図り、
20万図の調製も進めるが、途中で頓挫。

今日のお話し － 追補： 「外邦図」にならなかった地図

【以下の図は､辻野民雄さん所蔵コピーより】

このような地図のほかに、
清国・民国製の、
5万・10万分1図も多い。

次葉以下に、一例を。

（
以
下
、
略
。
）
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（民国５万図一覧図）

（民国10万図一覧図）

今日は、ここまでです。

外邦図作成の経緯を記録に留める「地図一覧図」

陸地測量部における外邦図初刷－ その行方と現状

外邦図初刷（約2.3万枚）の一覧 『国外地図目録』と『国外地図一覧図』

追補：外邦図の精度、外邦図にならなかった地図

第10回 外邦図研究会
2008年２月10日：立正大学(東京大崎) にて

（しょずり）

お聞き頂き、ありがとうございました。
この際、最後に２枚の地図を。

パンジャブヒマラヤのナンガパルバット南面／外邦図 印度25万分１図 と、ソ連邦参謀本部20万分１図の比較
カラコルムでは、ここ１世紀、氷河の先端位置に変化の無いものが
ほとんど。： 図は、ナンガパルバット南面、山頂直下の小規模な懸垂氷河

数10年前：印度測量局図 74年前：独・５万図 1934 現 代：グｰグルアｰス画像

(1934以前)による陸測外邦図
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